
会 報
加賀商工会議所

（昭和51年4月13日第3種郵便物認可）  
令和7年12月10日発行一部定価50円（毎月10日発行：購読料は会費に含む）

TOPICS
今月の主な

❷❸ 令和８年度 加賀市への要望を提出
❹ 機電工業・繊維工業・工芸品業部会 合同視察、建設業部会 視察研修
❻ 婚活プロジェクト主催「わかもののわ vol.恋活」で3組のカップル誕生！
❼ 令和７年度経営発達支援事業『新商品試食会』を開催
� 最低賃金引き上げに伴う県支援制度のご案内 ―石川県

2025.12 No.644
Kaga Chamber of Commerce & Industry. 
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12
月
９
日
㈫
、
当
所
正
副
会
頭
お

よ
び
専
務
理
事
は
、
加
賀
市
長
に
就

任
さ
れ
た
山
田 

利
明
氏
と
、
新
た

に
加
賀
市
議
会
議
長
に
就
任
さ
れ
た

山
口 

忠
志
氏
に
令
和
８
年
度
の
加

賀
市
に
対
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

　

要
望
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
中

小
企
業
対
策
や
観
光
振
興
対
策
、
伝

統
工
芸
の
振
興
や
防
災
減
災
を
含
め

た
産
業
基
盤
の
整
備
な
ど
、
14
項
目

に
わ
た
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

補
助
要
望

⑴
中
小
企
業
相
談
所
指
導
事
業

　

円
安
・
燃
料
原
材
料
費
高
騰
、
人

材
不
足
な
ど
、
市
内
小
規
模
事
業
者

を
取
り
巻
く
深
刻
な
環
境
に
対
応
す

る
た
め
、
経
営
改
善
支
援
や
融
資
・

補
助
金
申
請
支
援
を
行
う
中
小
企
業

相
談
所
の
指
導
事
業
に
対
す
る
、
さ

ら
な
る
充
実
・
強
化
の
た
め
の
支
援

を
要
望
。

⑵
加
賀
市
産
業
人
財
育
成
事
業
・
高

　

校
生
人
材
育
成
事
業

　

人
手
不
足
が
進
む
中
、
次
世
代
へ

の
技
能
継
承
、
新
た
な
技
能
習
得
、

企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
人
財
育
成
事
業
へ

の
継
続
的
な
支
援
を
要
望
。

⑶
加
賀
ふ
る
さ
と
検
定
事
業

　

観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
意
識
と

市
民
の
地
域
愛
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
情
報
の
発
信
と

検
定
・
お
も
て
な
し
講
座
の
充
実
に

対
す
る
継
続
支
援
を
要
望
。

　

政
策
要
望

１
．「
加
賀
温
泉
駅
南
地
区
開
発
構

　

想
事
業
」
に
対
す
る
速
や
か
な
検

　

証
な
ら
び
に
、
地
元
経
済
へ
の
配

　

慮
と
参
画
の
促
進

　

前
市
政
の
計
画
し
た
標
記
開
発
構

想
に
つ
い
て
、
事
業
の
是
非
に
つ
い

て
の
判
断
を
速
や
か
に
行
い
、
地
元

経
済
界
と
の
連
携
の
下
、
事
業
を
推

進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
元
企
業
へ

参
画
機
会
の
提
供
を
要
望
。
加
え
て
、

慢
性
的
な
人
手
不
足
に
悩
む
既
存
の

地
元
企
業
へ
の
配
慮
と
し
て
、
市
外

か
ら
の
雇
用
誘
導
策
の
実
施
を
要
望
。

２
．
北
陸
新
幹
線
大
阪
延
伸
の
早
期

　

実
現
と
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
・

　

特
急
し
ら
さ
ぎ
の
臨
時
便
と
し
て

　

の
復
活

　

敦
賀
で
の
乗
り
換
え
問
題
を
解
消

し
関
西
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上
と

経
済
効
果
最
大
化
の
た
め
、
米
原

ル
ー
ト
に
よ
る
大
阪
延
伸
の
早
期
実

現
に
つ
い
て
国
・
県
へ
の
働
き
か
け

強
化
を
要
望
。
ま
た
、
関
西
・
中
京

圏
か
ら
の
観
光
客
減
少
を
食
い
止
め

る
即
効
性
の
あ
る
対
策
と
し
て
、
特

急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
・
特
急
し
ら
さ

ぎ
の
臨
時
便
復
活
に
つ
い
て
も
支
援

を
要
望
。

３
．
二
次
交
通
の
充
実
（
加
賀
市
版

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
推
進
）

　

引
き
続
き
十
分
な
ド
ラ
イ
バ
ー
の

確
保
と
円
滑
な
運
行
体
制
の
確
立
を

要
望
。
こ
の
他
、
高
齢
者
や
デ
ジ
タ

ル
機
器
に
不
慣
れ
な
市
民
を
対
象
と

し
た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
予
約
ア
プ
リ

の
操
作
講
習
会
の
定
期
実
施
を
要
望
。

４
．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
支
援
策

　

の
重
点
化

⑴
事
業
環
境
変
化
へ
の
対
応
支
援

　

人
手
不
足
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
イ

ン
フ
レ
、
個
人
消
費
の
低
迷
な
ど
に

対
応
し
、
市
内
中
小
・
小
規
模
事
業

者
が
安
心
し
て
事
業
を
継
続
で
き
る

よ
う
、
特
段
の
配
慮
を
要
望
。

⑵「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

　

の
普
及
促
進

　

賃
上
げ
に
必
要
な
付
加
価
値
創
出

と
価
格
転
嫁
実
現
の
た
め
、
宣
言
企

業
へ
の
市
補
助
金
加
点
、
制
度
融
資

の
優
遇
、
官
公
需
で
の
優
先
発
注
な

ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
を
要
望
。

⑶
「
い
し
か
わ
理
系
人
材
確
保
奨
学

　

金
返
還
助
成
制
度
」
へ
の
市
独
自

　

の
上
乗
せ
助
成
制
度
の
創
設

　

製
造
業
の
理
系
人
材
確
保
・
定
着

の
た
め
、
県
制
度
へ
の
市
内
企
業
負

担
を
軽
減
す
る
市
独
自
の
上
乗
せ
助

成
制
度
の
創
設
を
要
望
。

⑷
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進

　

業
務
効
率
化
、
顧
客
満
足
度
向
上
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
強
化
の
た
め
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
全
般
へ
の
支

援
強
化
と
、
地
域
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の

活
用
促
進
に
向
け
た
啓
発
活
動
の
強

化
を
要
望
。

⑸
「
加
賀
市
新
規
出
店
支
援
事
業
」

　

の
拡
充
お
よ
び
宿
泊
施
設
と
外
部

　

飲
食
店
と
の
連
携
強
化

　

新
規
出
店
支
援
事
業
の
継
続
・
拡

充
と
、
宿
泊
客
の
市
中
消
費
を
促
す

た
め
の
宿
泊
施
設
と
外
部
飲
食
店
と

の
連
携
誘
導
策
（
山
代
温
泉
デ
ジ
タ

ル
ク
ー
ポ
ン
事
業
な
ど
）
へ
の
支
援

継
続
・
市
内
３
温
泉
へ
の
拡
充
を
要

望
。

⑹
伝
統
工
芸
等
の
振
興

　

山
中
漆
器
、
九
谷
焼
業
界
へ
の
支

援
継
続
に
加
え
、
特
に
九
谷
焼
業
界

が
遠
隔
地
で
行
う
展
示
販
売
会
事
業

へ
の
資
金
的
支
援
の
強
化
を
要
望
。

ま
た
、
九
谷
焼
窯
跡
展
示
館
へ
の
案

内
板
を
、
新
設
道
路
か
ら
展
示
館
へ

向
か
う
路
地
付
近
に
設
置
す
る
こ
と

を
要
望
。

５
．
観
光
振
興
の
推
進

⑴
北
陸
新
幹
線
３
温
泉
物
語
（
３
湯

　

物
語
）
実
施
に
対
す
る
協
力
支
援

令
和
８
年
度 

加
賀
市
へ
の
要
望
を
提
出

山田市長に要望書を提出

山口市議会議長に要望書を提出
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沿
線
３
温
泉
駅
（
黒
部
宇
奈
月
、

加
賀
、
芦
原
）
と
の
広
域
連
携
に
よ

る
共
同
情
報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
市
・
県
と
の
緊
密
な
連
携
と

支
援
を
要
望
。

⑵
観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

　

の
強
化
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
対

　

策

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
取
り
込
み
の

た
め
、
オ
ー
ル
加
賀
に
よ
る
地
域
戦

略
強
化
、
金
沢
と
の
差
別
化
、
廃
業

旅
館
対
策
、
観
光
施
設
の
高
付
加
価

値
化
整
備
支
援
を
要
望
。

⑶
日
本
の
温
泉
文
化
の
ユ
ネ
ス
コ
文

　

化
遺
産
登
録
へ
向
け
た
取
り
組
み

　

支
援

　
「
加
賀
温
泉
郷
」
の
世
界
的
な
認

知
度
を
高
め
る
た
め
、
新
市
長
に
よ

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
県
へ

の
働
き
か
け
強
化
、
啓
発
活
動
の
継

続
、
具
体
的
な
支
援
を
要
望
。

６
．
産
業
基
盤
の
整
備
推
進
と
広
域

　

連
携

　

11
月
11
日
㈫
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン

加
賀
に
て
、
総
務
企
画
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
担
当
副
会
頭
で
あ
る
宮
本

副
会
頭
を
は
じ
め
10
名
が
出
席
し
た
。

　

新
体
制
発
足
後
初
と
な
る
委
員
会

で
は
、
ま
ず
、
竹
内
委
員
長
と
向
出

　

12
月
２
日
㈫
に
常
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
正
副
会
頭
・
常
議
員
等
計
26

名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
東
野
会
頭
の
挨
拶
が
あ
り
、

定
足
数
確
認
後
に
議
事
に
う
つ
っ
た
。

ま
ず
、
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任

と
副
会
頭
の
担
当
に
つ
い
て
議
長
が

議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
異
議

な
く
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

副
委
員
長
に
よ
る
正
副
委
員
長
再
任

人
事
が
提
案
さ
れ
、
委
員
か
ら
は
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
次
に
、
事
務

局
よ
り
、
こ
の
た
び
の
改
選
に
伴
う

役
員
、
議
員
、
評
議
員
の
異
動
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
会
議
所
全

体
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
や
体
制
へ
の
理

解
、
今
後
円
滑
に
活
動
を
進
め
て
い

く
上
で
、
重
要
な
情
報
の
共
有
を
行

っ
た
。

　

こ
の
後
、
令
和
８
年
度
加
賀
市
要

望

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
出
席

の
委
員
長
・
部
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
見
地
に
基
づ
く
活
発
な
ご
意
見
を

頂
い
た
。

　

本
会
の
協
議
内
容
を
踏
ま
え
た
要

望
案
は
、
正
副
会
頭
会
議
で
精
査
後
、

12
月
２
日
㈫
に
開
催
の
常
議
員
会
に

上
程
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑴
公
共
事
業
予
算
の
持
続
的
・
安
定

　

的
な
確
保
と
働
き
方
改
革
の
推
進

　
「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ
る
地
域

建
設
業
が
健
全
な
経
営
を
続
け
る
た

め
、
公
共
事
業
予
算
の
持
続
的
・
安

定
的
な
確
保
と
、
働
き
方
改
革
に
即

し
た
環
境
整
備
（
週
休
２
日
工
事
の

定
着
、
地
元
建
設
企
業
の
受
注
機
会

確
保
な
ど
）
を
要
望
。

⑵
柴
山
潟
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

観
光
資
産
・
自
然
遺
産
と
し
て
の

柴
山
潟
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
す

た
め
、
遊
歩
道
、
休
憩
所
、
ト
イ
レ
、

植
栽
な
ど
の
整
備
促
進
に
対
す
る
支

援
を
要
望
。

⑶
大
聖
寺
城
下
町
の
歴
史
遺
産
と
し

　

て
の
整
備
支
援
に
つ
い
て
（
錦
城

　

山
整
備
含
む
）

　

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
「
江
沼

神
社
長
流
亭
」
や
国
指
定
史
跡
「
大

聖
寺
城
跡
」
を
核
と
し
た
城
下
町
大

聖
寺
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
へ
の
支
援

や
、
錦
城
山
お
よ
び
周
辺
整
備
を
要

望
。

続
い
て
、
令
和
８
年
度
加
賀
市
に
対

す
る
要
望
に
つ
い
て
も
協
議
を
行
い
、

原
案
通
り
要
望
は
、
加
賀
市
長
並
び

に
加
賀
市
議
会
議
長
に
提
出
さ
れ
る

こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
退
任
役
員
・
議
員
の
表
彰

に
つ
い
て
や
会
員
の
入
会
に
つ
い
て

も
承
認
さ
れ
、
議
事
は
終
了
し
た
。

　

最
後
に
、
各
部
会
・
委
員
会
、
青

年
部
、
女
性
会
の
活
動
報
告
後
、
地

域
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
活
用
と
展
望
に

つ
い
て
㈱
北
國
銀
行
の
担
当
者
が
説

明
を
行
い
、
常
議
員
会
は
閉
会
し
た
。

【
各
委
員
長
の
紹
介
】

　

総
務
企
画
委
員
会　

委
員
長

　

竹
内　

和
良　

氏

　
都
市
政
策
委
員
会　

委
員
長

　

向
出　

剛
一　

氏

　
産
業
基
盤
委
員
会　

委
員
長

　

新
木　

洋
満　

氏

　
都
市
交
流
委
員
会　

委
員
長

　

太
田　

長
夫　

氏

◎
評
議
員

中出 誠一郎 氏
株式会社横井包装（加 賀 工 場）

新
評
議
員
の
紹
介

年末年始のお知らせ
　加賀商工会議所は年末年始の営業を12
月26日（金）までとし、新年は1月5日（月）
より営業とさせていただきます。
　本年中のご愛顧に心よりお礼申し上げま
すと共に、来年も引き続きお力添えいただ
きますようお願いいたします。

総
務
企
画
委
員
会
を
開
催

常議員会を開催
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当
所
の
も
の
づ
く
り
３
部
会
（
機

電
工
業
・
繊
維
工
業
・
工
芸
品
業
）
は
、

（
一
社
）加
賀
機
電
振
興
協
会
と
合
同

で
、
11
月
20
日
㈭
に
か
ほ
く
市
に
あ

る
、
㈱
P
F
U
と
カ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
パ
ー
ク
を
訪
問
。
佐
藤
機
電
工
業

部
会
長（
加
賀
機
電
振
興
協
会
会
長
）

と
清
水
屋
繊
維
工
業
部
会
長
を
は
じ

め
20
名
が
視
察
研
修
に
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
㈱
P
F
U
を
訪
れ
、
会

社
や
製
品
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

ス
キ
ャ
ナ
ー
技
術
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
、
機
械
の
製
造
工
場
を
見

学
し
た
。
同
社
で
は
、
ス
キ
ャ
ナ
ー

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
本
人
確
認
端
末

を
は
じ
め
と
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
か
ら

A
I
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
ま
で
を

開
発
・
運
用
し
て
い
る
。
説
明
の
中

で
は
、
同
社
で
行
っ
た
業
務
改
善
の

　

当
所
建
設
業
部
会
は
、
11
月
21
日

㈮
か
ら
22
日
㈯
に
か
け
て
、
愛
知
県

名
古
屋
市
の
大
須
商
店
街
と
三
重
県

多
気
郡
の
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
を
視
察
訪
問

し
、
部
会
員
を
含
む
11
名
が
参
加
し

た
。

　

当
部
会
で
は
、
視
察
を
通
じ
て
、

北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
加
賀
市
全
体

の
活
性
化
の
一
助
に
な
れ
ば
と
い
う

思
い
で
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
今

回
は
、
商
店
街
の
再
興
を
果
た
し
た

大
須
商
店
街
と
、
官
民
連
携
に
よ
っ

て
整
備
さ
れ
た
広
大
な
商
業
施
設
で

あ
り
、
高
級
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
集

客
す
る
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
を
視
察
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

大
須
商
店
街
は
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
商
店
街
で
、
戦
前
に
は
劇
場
や

映
画
館
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
歓
楽
街
と

し
て
賑
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦

一
例
と
し
て
、
経
理
部
門
の
事
例
も

紹
介
さ
れ
た
。
経
理
部
門
で
は
、
自

社
製
品
を
活
用
し
た
こ
と
で
、経
費
・

旅
費
精
算
業
務
を
電
子
化
で
き
、
業

務
の
効
率
化
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

可
能
に
し
た
。
ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
よ
り
、
資
料
探
し
や
整
理
な

ど
の
手
間
を
省
い
た
こ
と
で
、
従
業

員
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が
っ
た
。
続

い
て
、
製
品
工
場
に
う
つ
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
部
品
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
や
組
立
作
業
を
電
子
手
順
書
等
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
行
う
様
子
を
見
学

し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
カ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

パ
ー
ク
で
は
、
会
社
の
説
明
や
合
繊

工
場
の
見
学
を
行
っ
た
。
カ
ジ
グ
ル

ー
プ
で
は
、
日
本
の
繊
維
を
元
気
に

す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
、
機
械
の
製
造
か
ら
製
品
の
納
品

ま
で
を
連
携
し
な
が
ら
一
括
で
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
糸
加
工
事
業
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
極
細
糸
を
合
わ
せ
て

１
本
の
糸
に
加
工
す
る
技
術
も
紹
介

さ
れ
た
。
つ
づ
く
見
学
で
は
、
生
地

の
紹
介
を
目
だ
け
で
は
な
く
、
実
際

に
触
れ
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
同

社
の
生
地
を
使
っ
た
製
品
の
紹
介
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
は
、
合
繊
製

造
工
場
に
移
動
し
、
細
い
糸
か
ら
生

地
が
織
り
な
さ
れ
る
様
子
に
、
参
加

者
ら
も
興
味
深
く
見
学
し
て
い
た
。

後
に
な
る
と
、
大
通
り
の
整
備
や
名

古
屋
駅
前
や
栄
地
区
と
の
分
断
に
よ

り
一
時
大
き
く
廃
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
再
興
に
向
け
て
、
若
手
商
業
者

の
結
集
や
世
代
交
代
の
促
進
、
外
部

大
学
生
を
活
用
し
た
戦
略
的
な
集
客

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
、

見
事
再
興
を
果
た
し
た
。

　

見
学
で
は
、
多
種
多
様
な
文
化
を

取
り
入
れ
、
若
者
向
け
の
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
店
や
多
国
籍
飲
食
店
が
混
在
し
、

幅
広
い
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
商
店

街
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
に
訪
問
し
た
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
で
は
、

ホ
テ
ル
や
一
棟
貸
し
切
り
で
贅
沢
に

過
ご
せ
る
ヴ
ィ
ラ
、
旅
籠
な
ど
の
宿

泊
施
設
を
展
開
す
る
ほ
か
、
高
級
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
設
け
る
こ
と
で
、

伊
勢
神
宮
の
日
帰
り
客
を
取
り
込
む

な
ど
の
成
果
が
出
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

本
部
会
で

は
、
今
後
大

須
商
店
街
の

事
例
を
基
と

し
、
地
域
の

商
店
街
活
性

化
に
向
け
て
、

部
会
内
で
の

会
議
を
通
じ

て
、
施
策
検

討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

大
須
商
店
街（
愛
知
県
名
古
屋
市
）と

�

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ（
三
重
県
多
気
郡
）を
視
察
訪
問

㈱
Ｐ
Ｆ
Ｕ
と
カ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク

�

（
石
川
県
か
ほ
く
市
）を
視
察
訪
問

機電工業・繊維工業・工芸品業部会 合同視察研修

建設業部会 視察研修

VISONでの集合写真

カジファクトリーパーク施設内で説明を受ける参加者たち
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こ
の
研
修
事
業
で
、
商
品
を
売
る

に
あ
た
っ
て
大
切
な
こ
と
は
「
常
に

顧
客
起
点
で
考
え
る
こ
と
」
で
あ
る

と
学
ん
だ
。
ま
た
研
修
事
業
後
に
は
、

講
師
を
交
え
た
懇
親
会
も
開
か
れ
た
。

　

11
月
26
日
㈬
、
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン

加
賀
に
て
都
市
政
策
委
員
会
と
観
光

業
部
会
の
合
同
会
議
お
よ
び
勉
強
会

が
開
催
さ
れ
た
。
小
中
出
副
会
頭
、

吉
田
副
会
頭
、
向
出
都
市
政
策
委
員

長
、
新
滝
観
光
業
部
会
長
を
は
じ
め

24
名
が
出
席
し
た
。

　

会
の
前
半
は
勉
強
会
と
し
て
、
㈱

ぶ
な
の
森
の
山
田 

敦
史
氏
を
招
い

て
「
加
賀
市
に
お
け
る
移
住
定
住
促

進
」
と
題
し
て
、
移
住
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
空
き
家
を
活
用
し
た
創

業
移
住
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
加
賀
市
建
設
部
都
市
計
画
課
加

賀
温
泉
駅
周
辺
整
備
室
の
北
口 

陽

治
室
長
に
も
ご
登
壇
い
た
だ
き
、「
加

賀
温
泉
駅
全
天
候
型
広
場
施
設
の
活

用
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
駅
前
広

場
の
工
事
状
況
や
全
天
候
型
広
場
施

設
（
ガ
レ
リ
ア
）
の
活
用
方
策
な
ど

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

後
半
に
は
合
同
会
議
と
し
て
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
、
今
後
の
委
員

会
・
部
会
の
事
業
計
画
や
方
向
性
に

つ
い
て
意
見
を
す
り
合
わ
せ
た
。
意

見
交
換
の
中
で
は
、「
空
き
家
対
策

と
し
て
借
り
手
と
貸
し
手
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
関
す
る
補
助
金
が
あ
れ
ば
」

や
「
ガ
レ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に

は
官
民
連
携
が
必
要
」
と
い
っ
た
声

が
挙
が
っ
て
い
た
。
最
後
に
、
副
会

頭
ら
が
「
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご

要
望
に
つ
い
て
は
、
12
月
よ
り
発
足

し
た
加
賀
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

検
討
会
で
の
当
所
の
意
見
と
し
て
反

映
さ
せ
て
い
け
れ
ば
」
と
締
め
く
く

っ
て
い
た
。

　

加
賀
商
工
会
議
所
青
年
部
（
菅
本

大
輔
会
長
・
会
員
80
名
）
は
、
11
月

14
日
㈮
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀
に

て
、
定
例
会
・
臨
時
総
会
及
び
研
修

事
業
を
開
催
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
各
委
員
会
報
告
が

行
わ
れ
、
拡
大
交
流
委
員
会
か
ら
は

12
月
開
催
予
定
の
望
年
会
、
ビ
ジ
ネ

ス
研
修
委
員
会
か
ら
は
ふ
る
さ
と
検

定
受
験
事
業
に
つ
い
て
案
内
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
総
務
委
員
会
か
ら
は
９

月
に
開
催
さ
れ
た
３
団
体
合
同
例
会

参
加
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

つ
づ
く
新
入
会
員
紹
介
で
は
、
加

賀
発
条
株
式
会
社
の
吉
田 

瑛
亮
氏
、

有
限
会
社
タ
ナ
カ
精
工
の
田
中 

良

佑
氏
が
紹
介
さ
れ
、
菅
本
会
長
か
ら

青
年
部
バ
ッ
ジ
が
授
与
さ
れ
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
、
吉
田 

久
彦
次

年
度
会
長
予
定
者
か
ら
令
和
８
年
度

役
員
予
定
者
の
説
明
が
あ
り
、
審
議

を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
無
事
に
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
各
専
門
委
員
ら
か
ら

石
川
県
連
事
業
、
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
事
業
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
事
業
の
紹
介

が
あ
り
、
令
和
８
年
度
専
門
委
員
募

集
が
開
始
と
な
っ
た
こ
と
が
発
表
さ

れ
た
。

　

次
に
、
研
修
事
業
を
行
い
、
は
じ

め
の
ひ
と
こ
と
研
究
室
代
表
の
浦
野 

純
一
氏
を
講
師
に
迎
え
「
お
金
を
か

け
ず
に
結
果
を
出
す
販
売
の
思
考

法
」
に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
売
れ
る
と
は
何
か
に

つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
後
、

実
際
に
あ
っ
た
販
売
事
例
を
用
い
な

が
ら
、
商
品
の
売
り
方
や
商
品
が
売

れ
る
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
た
。

　

次
に
、
売
り
た
い
商
品
の
価
値
を

見
つ
け
る
た
め
に
は
「
お
客
様
側
か

ら
考
え
て
み
る
」「
他
と
比
べ
た
時

の
『
ち
が
い
』
を
認
識
す
る
」「
当

た
り
前
を
掘
り
下
げ
て
み
る
」
の
３

つ
が
大
切
だ
と
し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
た
上
で
売
り
た
い
商
品
に
つ
い
て

具
体
的
に
考
え
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
事
前
に
参
加
者
ら
に
募

集
し
た
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
た
め

の
自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
課
題

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て

浦
野
氏
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
43
回

全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会
愛
知
岡
崎

会
議
が
、
愛
知
県
岡
崎
市
に
て
11
月

28
日
㈮
か
ら
29
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
。

加
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
当
該
年
度
の
菅

本 

大
輔
会
長
を
含
む
６
名
が
参
加

し
た
。

　

本
会
議
は
、
今
年
度
よ
り
対
象
者

を
会
長
か
ら
青
年
部
全
メ
ン
バ
ー
に

変
更
し
た
も
の
で
、
大
型
研
修
会
と

し
て
は
初
め
て
の
開
催
と
な
る
。

　

初
日
の
28
日
は
、
当
年
度
会
長
研

修
や
事
務
局
研
修
、
特
別
研
修
が
開

催
さ
れ
た
。
事
務
局
研
修
で
は
、
青

年
部
の
概
要
や
活
動
に
つ
い
て
の
説

明
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
役
員
経
験
者
か
ら

の
講
演
、
各
商
工
会
議
所
青
年
部
の

事
例
発
表
な
ど
が
あ
っ
た
後
、
意
見

交
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
懇
親
会
と
北
陸
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
ナ
イ
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

29
日
に
は
、
次
年
度
会
長
研
修
や

分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

な
お
、
来
年
度
の
研
修
会
は
、
沖

縄
県
宮
古
島
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

加賀商工会議所青年部　第３回定例会・臨時総会・研修事業を開催　

移
住
定
住
促
進
と
ガ
レ
リ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
学
ぶ

都
市
政
策
委
員
会
・
観
光
業
部
会
　
合
同
会
議

北口 陽治室長 山田 敦史氏

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
43
回
全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ
研

修
会
愛
知
岡
崎
会
議
に
参
加

挨拶する向出委員長
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11
月
８
日
㈯
、
山
代
温
泉
の
よ
つ

ば
ハ
ウ
ス
に
て
当
所
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
主
催
の
「
わ
か
も
の
の
わvol

恋
活
」
が
開
催
さ
れ
、
男
性
11
名
、

女
性
11
名
の
計
22
名
が
参
加
し
、

カ
ッ
プ
ル
３
組
が
誕
生
し
た
。

　
「
わ
か
も
の
の
わ
」
は
今
夏
に
初

め
て
20
～
30
代
の
若
者
を
対
象
に
気

軽
な
出
会
い
の
場
と
し
て
当
所
が
企

画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
で
２
回

目
と
な
る
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
も
あ

る
よ
う
に
、
前
回
よ
り
男
女
で
共
同

作
業
を
す
る
体
験
や
ゲ
ー
ム
と
い
っ

た
“
恋
活
要
素
”
を
増
や
し
た
の
が

特
徴
。
ま
た
、
よ
つ
ば
ハ
ウ
ス
に
お

願
い
し
て
会
話
が
生
ま
れ
や
す
い
特

別
な
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い

た
だ
い
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
は
じ
め
に
１
対
１

自
己
紹
介
を
行
い
、
異
性
全
員
と
交

流
し
た
。
そ
の
後
の
カ
フ
ェ
フ
リ
ー

タ
イ
ム
で
は
、
ア
ツ
ア
ツ
の
チ
ー
ズ

フ
ォ
ン
デ
ュ
が
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、

ミ
ニ
パ
フ
ェ
や
ス
モ
ア
を
味
わ
っ
た
。

ミ
ニ
パ
フ
ェ
は
参
加
者
自
ら
が
作
り
、

土
台
と
な
る
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
を
入

れ
た
グ
ラ
ス
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を

盛
り
付
け
、
仕
上
げ
に
ト
ッ
ピ
ン
グ

を
行
っ
た
。
参
加
者
ら
は
、
苦
戦
し

な
が
ら
も
思
い
お
も
い
の
パ
フ
ェ
を

作
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。
ま
た
、
外

の
ガ
ー
デ
ン
で
は
ス
モ
ア
を
堪
能
し
、

マ
シ
ュ
マ
ロ
の
焼
き
加
減
を
異
性
同

士
確
認
し
な
が
ら
雰
囲
気
の
よ
い
ガ

ー
デ
ン
で
会
話
も
弾
ん
で
い
た
。
つ

づ
く
交
流
ゲ
ー
ム
で
は
、「
パ
ー
ト

ナ
ー
を
探
せ
ゲ
ー
ム
」
を
開
催
。
こ

の
ゲ
ー
ム
は
、
対
に
な
る
単
語
が
書

か
れ
た
紙
を
男
女
別
に
渡
し
、
単
語

を
伝
え
る
こ
と
な
く
、
自
分
と
対
に

な
る
単
語
を
持
っ
て
い
る
異
性
を
探

す
ゲ
ー
ム
。
は
じ
め
は
、
相
手
が
連

想
し
や
す
い
言
葉
を
ど
う
す
れ
ば
伝

え
ら
れ
る
の
か
と
悩
ん
で
い
た
参
加

者
も
い
た
が
、
次
第
に
コ
ツ
を
つ
か

み
、
見
事
全
員
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
後
は
、
前
回
の
イ
ベ
ン
ト
で

も
大
好
評
だ
っ
た
「
紙
コ
ッ
プ
高
さ

比
べ
対
決
」
を
実
施
。
簡
単
な
ル
ー

ル
で
あ
り
な
が
ら
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

あ
っ
て
、
各
チ
ー
ム
念
入
り
に
作
戦

を
考
え
て
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
。
中

に
は
、
全
チ
ー
ム
平
等
に
な
る
よ
う

に
、
ス
タ
ー
ト
時
は
手
を
頭
の
上
に

の
せ
る
こ
と
を
提
案
す
る
チ
ー
ム
も

あ
り
、
参
加
者
皆
で
楽
し
ん
で
い

た
。
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
最

終
マ
ッ
チ
ン
グ
投
票
の
結
果
を
発
表
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
見
事
3
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
会
場
は
祝

福
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。

　

参
加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
ゲ

ー
ム
が
楽
し
か
っ
た
」
や
「
こ
の
出

会
い
を
大
切
に
し
た
い
」
と
の
声
が

あ
が
り
、
次
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
に
向

け
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

当
所
観
光
業
部
会
が
主
催
す
る

「
お
て
つ
た
び
説
明
会
」
が
、
12
月

４
日
㈭
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀
に

て
開
催
さ
れ
、
市
内
事
業
者
お
よ
び

各
団
体
８
名
が
参
加
し
た
。

　

観
光
業
部
会
で
は
、
市
内
で
顕
著

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
手
不
足
に

対
す
る
新
た
な
解
決
手
法
を
学
ぶ
た

め
、「
２
０
２
５
新
語
・
流
行
語
大
賞
」

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
全
国
的
に
注

目
さ
れ
て
い
る
「
お
て
つ
た
び
」
サ

ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
株
式
会
社
お
て

つ
た
び
の
尾
崎 

亮
太
氏
を
講
師
に

招
き
、
今
回
の
説
明
会
を
企
画
し
た
。

　

説
明
会
の
冒
頭
は
、
お
て
つ
た
び

の
解
説
か
ら
は
じ
ま
り
、「
お
手
伝

い
」と「
旅
」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

で
あ
る
と
説
明
を
受
け
た
。
つ
ま
り
、

人
手
不
足
に
悩
む
地
域
現
場
と
旅
先

で
働
き
た
い
旅
行
者
を
つ
な
ぐ
直
接

雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

た
め
、
全
国
各
地
か
ら
ス
ポ
ッ
ト
人

材
を
集
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

次
に
、
石
川
県
内
の
お
て
つ
た
び

登
録
状
況
に
つ
い
て
触
れ
、
現
在
約

40
事
業
者
が
本
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し

て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
ら
事
業
者
よ

り
出
さ
れ
る
求
人
募
集
は
、
200
名
分

で
あ
る
が
、
申
し
込
み
は
お
よ
そ
倍

の
400
名
以
上
か
ら
来
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

お
て
つ
た
び
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
県
外
か
ら
の
登
録
者
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
た
め
、
地
域
内
で
の
人
手

の
取
り
合
い
が
な
く
な
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
宿
泊

先
を
手
配
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
繁

忙
期
の
人
手
が
足
り
な
い
中
で
ス

ポ
ッ
ト
人
材
を
雇
用
で
き
、
か
つ
費

用
対
効
果
に
も
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
地
元

の
魅
力
を
対
外
的
に
発
信
し
て
く
れ

る
点
も
強
み
の
一
つ
で
あ
る
。
お
て

つ
た
び
を
通
じ
て
、
地
域
や
施
設
の

認
知
度
向
上
や
フ
ァ
ン
作
り
ま
で
実

現
が
可
能
と
な
る
。
移
住
・
定
住
を

目
的
に
し
た
利
用
者
も
お
り
、
全
国

の
自
治
体
と
行
政
連
携
を
行
っ
て
い

る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
は
、
参
加
者

か
ら
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
セ
ミ
ナ

ー
は
終
了
し
た
。

「
お
て
つ
た
び
説
明
会
」を
開
催

観
光
業
部
会
主
催

会場の様子

スモアを楽しむ参加者たち

開
会
の
挨
拶
を
す
る
有
佐
副
座
長

婚活プロジェクト主催「わかもののわ vol.恋活」で3組のカップル誕生！



加賀市かがやきショッピングサイト～もっと知りたい編～VOL.2

本商品は農薬不使用、有機肥料
で育てたサツマイモを無添加で
加工しています。そのためサツマ
イモ本来の甘さが際立つ商品に
なっています。

創業120年余り、信頼と実績を持
つ畳専門店が作る特別仕様畳
縁の置き畳。
手軽にどこにでも敷ける半畳サ
イズ。リビングやキッズの遊びス
ペース等、様々な場所にお使い
いただけます。

無添加・農薬不使用のやさしい甘さが
特徴の加賀市産「半生干芋」

やまや畳店オリジナル「北陸新幹線W7系」
特別仕様畳縁の置き畳

ここが
ポイント！

ここが
ポイント！

久
保
田
フ
ァ
ー
ム

㈱
畳
の
や
ま
や

久
保
田
フ
ァ
ー
ム

㈱
畳
の
や
ま
や

取材記事の内容訂正とお詫び
 当所会報10月号に記載しました「加賀市かがやきショッ
ピング」商品出展店舗のご紹介にて、久保田ファーム様
の半生干芋の紹介文に事実と異なる記載がございまし
た。事業者様・関係者の皆さまおよび読者の皆さまにご
迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

【誤】
 今回出品する商品は、加賀市産「半生干芋」です。本商
品は砂糖の添加を最小限にすることで甘さ控えめなの
に、サツマイモ本来の甘さが際立つ商品になっています。

【正】
 今回出品する商品は、加賀市産「半生干芋」です。本商
品は農薬不使用、有機肥料で育てたサツマイモを無添
加で加工しています。そのためサツマイモ本来の甘さが際
立つ商品になっています。

 本件につきましては、事実確認の不備が原因であり、再
発防止のため今後の確認体制を一層強化してまいりま
す。引き続き、正確で有益な情報をお届けできるよう努め
てまいります。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。
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11
月
15
日
㈯
、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
加

賀
平
和
堂
１
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

に
て
「
新
商
品
試
食
会
」
を
開
催
し
、

１
部
と
２
部
合
わ
せ
て
54
名
が
参
加

し
た
。

　

こ
の
試
食
会
は
、
当
所
が
策
定
し

て
い
る
経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ

き
、
市
内
の
小
規
模
事
業
者
支
援
を

目
的
に
企
画
し
た
も
の
で
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催
と
な
る
。

新
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
た

め
市
場
調
査
の
支
援
を
希
望
す
る
市

内
小
規
模
事
業
所
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
く
ま
の
ベ
ー
カ
リ
ー
、
お
む
す

び
銀
の
め
し
、
湖
月
堂
、
か
も
ん
、

パ
ン
教
室nico

の
５
事
業
所
が
当
日

参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
各
店
の

新
商
品
は
下
記
の
写
真
の
通
り
。

　

当
日
は
、
各
店
３
分
ず
つ
の
新
商

品
プ
レ
ゼ
ン
を
は
じ
め
、
試
食
タ
イ

ム
や
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
と
い
っ
た
流

れ
を
２
部
制
で
行
っ
た
。
以
下
、
試

食
し
た
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

（
感
想
）
を
一
部
抜
粋
。

　
◦
く
ま
の
ベ
ー
カ
リ
ー
／
加
賀
え
ん

ぴ
つ
パ
ン
「
大
聖
寺
に
か
つ
て
あ

　

っ
た
鉛
筆
工
場
を
ヒ
ン
ト
に
商
品

開
発
さ
れ
た
の
は
、
と
て
も
い
い

考
え
だ
と
思
い
ま
す
」

◦
お
む
す
び
銀
の
め
し
／
北
前
漬
む

す
び
「
北
前
漬
っ
て
？
と
思
わ
せ

た
時
点
で
お
土
産
の
価
値
は
あ
る

と
思
う
」

◦
湖
月
堂
／
ク
ズ
な
の
に
モ
テ
て
ま

す
。「
パ
チ
パ
チ
を
残
す
た
め
の

作
業
工
夫
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」

◦
か
も
ん
／
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
フ
ォ
ー

「
若
い
人
に
う
け
そ
う
。コ
コ
ナ
ッ

ツ
が
効
い
て
い
て
美
味
し
い
」

◦
パ
ン
教
室nico

／
く
ち
ど
け
シ

フ
ォ
ン
「
フ
ワ
フ
ワ
が
凄
す
ぎ
た
。

材
料
が
安
心
で
き
る
」

令
和
７
年
度
経
営
発
達
支
援
事
業 

『
新
商
品
試
食
会
』

５
事
業
所
が
新
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
！
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11
月
9
日
㈰
、
当
所
女
性
会
主
催

で
「
お
も
て
な
し
講
座
～
あ
い
う
え

お
の
歴
史
と
九
谷
焼
を
学
ぶ
山
代
温

泉
の
魅
力
～
」
を
開
催
し
、
一
般
参

加
者
を
合
わ
せ
14
名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
今
年
８
月
30
日
に
開

園
し
た「
萬
松
園
あ
い
う
え
お
の
杜
」

に
向
か
い
、
あ
い
う
え
お
の
歴
史
に

ま
つ
わ
る
映
像
や
開
放
感
溢
れ
る
美

し
い
空
中
回
廊
を
歩
き
自
然
を
感
じ

た
。

　

次
に
、
九
谷
焼
窯
跡
展
示
館
に
て

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
国
指
定
史
跡

の
九
谷
磁
器
窯
跡
や
九
谷
焼
と
し
て

は
現
存
最
古
の
窯
で
あ
る
加
賀
市
指

定
文
化
財
の
山
代
九
谷
焼
磁
器
焼
成

窯
等
を
見
学
し
た
。
200
年
以
上
に
及

ぶ
継
承
の
歴
史
あ
る
巨
大
な
窯
跡
は

迫
力
満
点
で
あ
っ
た
。

　

今
年
の
ふ
る
さ
と
検
定
初
級
テ
ー

マ
「
山
代
温
泉
」
を
め
ぐ
り
、
自
然

や
歴
史
を
学
べ
る
講
座
と
な
っ
た
。

　

11
月
21
日
㈮
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松

こ
ま
つ
北
電
ホ
ー
ル
に
て
石
川
県
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
第
25
回
小

松
会
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当
会
よ

り
15
名
が
参
加
し
た
。

　

大
会
で
は
、
県
連
女
性
会
橋
本
会

長
の
挨
拶
ほ
か
来
賓
紹
介
お
よ
び
祝

辞
を
賜
っ
た
。
次
に
、
事
務
局
よ
り

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

お
よ
び
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

つ
づ
く
、
記
念
講
演
会
で
は
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

宇
宙
輸
送
技
術
部
門
Ｈ
３
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
主
任
研
究
開
発
員
の
杉

森 

大
造
氏
よ
り
「
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

開
発 

打
上
げ
成
功
ま
で
の
道
の
り
」

と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

視
察
研
修
で
は
、
小
松
駅
周
辺
に

で
き
た
新
施
設
「
ウ
レ
シ
ャ
ス
小

松
」、「K

om
atsu

九
」、「
こ
ま
つ

の
杜
」
を
小
松
女
性
会
の
案
内
の
も

と
巡
っ
た
。

相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店（JR小松駅前新幹線口）加賀店（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中

５名１チームで参加することで受
験できる団体受験ですが、今年か
ら、受験されるチームの皆さんに
取材をさせていただくことになりま
した。
２回目の今回は、「北陸銀行 加
賀エリア Aチーム」と「北陸銀
行 加賀エリア Bチーム」を紹介
します！

Q1.事業所のことを教えてください！
　加賀市内では、大聖寺・山代・山中の3地区に店舗を構えていま
す。地域の皆様と共に歩み、加賀市の更なる発展をお手伝いできる
よう心掛けて、日々業務に邁進しています。
Q2.ふるさと検定団体受験に申込した理由は？
　私たちは市外や県外の職員も多いので、お客様とのより良い関係
を築くには、加賀市の豊かな歴史や文化を知ることがとても大切だ
と考え、今回の受験申込をしました。
Q3.ふるさと検定受験に対する意気込みは？
　検定受験で得たことを加賀市の皆様のためにお伝えできるよう、
職員一同頑張ります。また、歴史文化講座の受講でより深い知見を得
ることができましたので、この知識を活かして合格に向けて取り組ん
でまいります！

ふるさと検定
団体受験チーム紹介 北陸銀行

「加賀エリア Aチーム」と
「加賀エリア Bチーム」の
皆さん

　本年も例年通り上記個別指導を開催いたします。
次の書類をご持参のうえ、最寄り会場へお出かけく
ださい。
・給与の支払状況がわかる諸帳簿
・税務署より配布された年末調整の関係書類
※税務関係書類には事業主のマイナンバー（個人番

号）を記載し、本人確認が必要です。マイナンバーカー
ドの写し（表面・裏面）または、通知カードの写し
をご持参ください。

　また、給与所得者や扶養者等のマイナンバーの記載
も必要になりますのでご注意下さい。

月　日 場　　所 講　師

１月８日㈭ クロスガーデン加賀4F（会議室） 三由税理士

１月９日㈮
クロスガーデン加賀4F（会議室）
動橋地区会館（集会室）

谷口税理士
本谷税理士

時間はいずれも 13:30 ～ 16:00

加賀商工会議所・加賀市青色申告会

年末調整・源泉所得税（納期特例）
個別指導開催について

年末調整の変更点
令和 7年度の年末調整より
以下の通り、変更点があります。

①基礎控除額の改正
　合計所得金額に応じて基礎控除額が改正されました。

②給与所得控除額の改正
　給与所得控除について、最低保証額が65万円に引き
上げられました。

③特定親族特別控除の創設
　特定親族1人につき、その特定親族の合計所得金額に
応じて控除する特定親族特別控除が創設されました。

④扶養親族等の所得要件の改正
　基礎控除の改正に伴い、扶養控除等の対象となる扶
養親族等の所得要件が改正されました。

詳しい内容はこちらのQRから
国税庁のHPページへ

ウレシャス小松で会員大会開催

杉森 大造氏との集合写真

女
性
会
お
も
て
な
し
講
座
開
催
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５名１チームで参加することで受
験できる団体受験ですが、今年か
ら、受験されるチームの皆さんに
取材をさせていただくことになりま
した。
２回目の今回は、「北陸銀行 加
賀エリア Aチーム」と「北陸銀
行 加賀エリア Bチーム」を紹介
します！

Q1.事業所のことを教えてください！
　加賀市内では、大聖寺・山代・山中の3地区に店舗を構えていま
す。地域の皆様と共に歩み、加賀市の更なる発展をお手伝いできる
よう心掛けて、日々業務に邁進しています。
Q2.ふるさと検定団体受験に申込した理由は？
　私たちは市外や県外の職員も多いので、お客様とのより良い関係
を築くには、加賀市の豊かな歴史や文化を知ることがとても大切だ
と考え、今回の受験申込をしました。
Q3.ふるさと検定受験に対する意気込みは？
　検定受験で得たことを加賀市の皆様のためにお伝えできるよう、
職員一同頑張ります。また、歴史文化講座の受講でより深い知見を得
ることができましたので、この知識を活かして合格に向けて取り組ん
でまいります！

ふるさと検定
団体受験チーム紹介 北陸銀行

「加賀エリア Aチーム」と
「加賀エリア Bチーム」の
皆さん

取引先等による軍事転用のおそれのある製品や技術の不正輸出の可能性に気づいたら、税関密輸ダイヤル

又は税関 HP の情報提供サイトまで情報提供をお願いします。     【金沢税関支署】☏ 076-268-9181 

金沢税関支署から情報提供のお願い 

【税関密輸ダイヤル（24 時間）☎0120-461-961】 

「不正輸出かも？」と思ったら税関まで！！例えば、こんなことありませんか？

税
関
HP
➡

税関では、安全・安心な社会の実現に向けて「経済安全保障の確保」に取り組んでいます。 

複数の調達先を用意し、規制逃れ

複数の国内取引先から、 
同じ時期に同じ製品の 
引き合いがあったけど・・・ 

発注 

規制逃れの可能性 

国内調達 

先端材料 等 

別の企業・組織やダミー企業を経由して兵器製造工場に迂回輸出

病院でＩＣ（集積回路）を何に使う

のかな？ 

需要者を偽っている可能性

民生用の製品を製造するとの説明だけ
ど、ＨＰを見ると兵器も製造しているみ
たいだ・・・ 

軍事転用の可能性 

民生用と偽って兵器の製造に転用

Chemical 

技術流出＆軍事転用 

HPがないような海外研究機関から、共同研究を持ち掛け
られ、技術情報を USB メモリなどの記録媒体で輸出する
よう求められたけど・・・ 

技術流出の可能性 
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補助対象カタログ掲載の省力化設備（清掃
ロボ、発売機、スチコン、MC、ラベラー
等）を導入し生産性向上・賃上げする事業
者を補助

1,500万円経産省13 受付中中小企業省力化投資補助金
（カタログ注文型）

なりわい再建支援補助金

IT導入補助金

ものづくり・商業・サービス
生産性向上促進補助金

小規模事業者事業継続支援
補助金

中小企業者持続化補助金
(災害支援枠)

石川県賃上げ環境整備助成金

石川県被災小規模事業者
賃上げ支援金

事業承継円滑化補助金

小規模事業者持続化補助金
<一般型災害支援枠>

企業復興応援でんき

中小企業新事業進出補助金

従業員スキルアップ助成金

能登半島地震で被災した施設・設備の復旧
費用を補助

業務効率化やDX推進、 セキュリティ対策
のためのITツール導入費用を補助。「 イン
ボイス対応類型」ではハードウェア費用も
支援対象

生産性向上や持続的な賃上げに向けた、 革
新的な新製品・新サービスの開発や海外需
要開拓に必要な設備投資等を支援

販路開拓等の取組み費用を補助（「 賃金引
上げ特例」「 創業型」 等補助上限の増額制
度あり）

上記「小規模事業者持続化補助金<災害支
援枠>」で直接被害の復旧費用を計上した
事業者に上乗せ補助

上記「小規模事業者持続化補助金<災害支
援枠>」の中小企業版(従業員数が製造等で
20人超、商業・サービス業等で5人超)
※8次以降の申請は能登3市3町で直接被害
　の事業所に限る

賃上げに向けて中小企業が行うITシステム
導入や従業員のスキルアップ研修などの取
組に対して助成

被災した小規模事業者に対し、従業員の賃
上げに伴う支援金を支給

事業承継にかかる仲介料、調査、契約書作
成、登記委託費用等の専門家経費を補助

能登半島地震の被災事業者の事業再建の取
組に要する経費を補助
※9次以降の申請は能登3市3町で直接被害
　の事業所に限る

震災関連補助金（「なりわい補助金」、「持
続化補助金（災害支援枠直接被害）」等）の
交付決定を受けた事業者の電気料金を割引

生産性向上や賃上げを促すため、既存事業
とは異なる新市場・高付加価値事業への進
出にかかる設備投資等を支援

小松産業技術専門校や中小企業大学校金沢
キャンパスなどの研修受講料を助成

15億円

450万円

2,500万円

50万円
(200万円)

石川県1 受付中

経産省

経産省

11

12

1～8次締切分
3/31～1/7

第22次受付
12/26～1/30

経産省8 未定

100万円

200万円

100万円

一人 5万円

50万円

200万円

10%割引
(1年間)

9,000万円

一人 5万円

石川県

石川県

石川県

石川県

3

5

6

7

受付中

8次受付未定

受付
10/17～1/16

受付
10/17～2/28

石川県10 受付
5/12～1/31

経産省2

北　陸
電　力4

9

9次公募
1/23～3/31

受付
4/1～3/31

経産省15

加賀商工
会議所

第2回受付
11/10～12/19

受付中

小規模事業者持続化補助金
<一般型通常枠>(第19回)
<創業型>(第3回)

スケジュール№

中小企業省力化投資補助金
（一般型）

オーダーメイドの省力化設備を導入し生産
性向上・賃上げする事業者を補助 1億円14 経産省

第5回受付
12月中旬～

2月下旬予定

※この他、各種融資制度があります。詳しくは当所まで

補助金等 支援制度のご案内〔加賀商工会議所 中小企業相談所〕

省エネルギー投資促進・需要
構造転換支援事業費補助金
(Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ)

(Ⅰ)先進設備・指定設備等への更新による工
場・事業場全体の省エネ化や(Ⅱ)電化・脱炭
素目的の燃料転換を伴う設備更新を補助

15億円16 厚労省
3次複数年度

公募受付
8/13～1/13

制　　　　　度 概　　　　要 　金額例（※）区　分
※金額例は、条件によって異なることがあります。

2025年12月1日時点
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県内中小企業の皆様へ申請手続き
が必要です

最低賃金引き上げに伴う
県支援制度のご案内

こちらからアクセスできます。https://ishikawa-chinageshien.pref.ishikawa.lg.jp/chinage01/

※受付時間：午前９時から午後６時まで
（土、日および祝日は除きます。）

問い合わせ先

特 設 サ イ ト
※募集要領・申請方法等を掲載

〒920-0864　石川県金沢市高岡町12-45　ロイヤルシャトー南町
石川県賃上げ緊急支援事業運営事務局

石川県の最低賃金は、令和7年10月8日から70円引き上げられ1,054円になりました。
県では、物価高騰等で厳しい経営状況にある中小企業の賃上げを支援します。

今後の賃上げに向けて中小企業が行うITシステム導入や、
従業員のスキルアップ研修などの取り組みに対し、その
経費の一部を助成します。

石川県賃上げ環境整備
助成金 

被災した小規模事業者に対し、従業員の賃上げに
伴う支援金を支給します。

石川県被災小規模事業者
賃上げ支援金

対象者
県内事業所を有する中小企業（小規模事業者
含む）で、従業員の賃金について、下記に定め
る賃上げを実施していること。※1人でも可

従業員の賃上げ要件（全て満たすこと）
　①賃上げ前の時給は、984円～1,034円の範囲内であること
　②令和7年4月1日～令和7年12月31日の期間で、時給70円以上の賃上げを行っていること
　③週所定労働時間は20時間以上であること
　④賃上げ後の賃金水準を1年以上継続する見込みであること

対象事業
令和7年4月1日（火）～令和8年2月9日（月）ま
でに行った生産性向上、収益力強化のための
新たな取組※既に実施済みの取り組みでも申請可

月 日 ～１月 日  

申請受付期間
令和7年 令和8年

月 日 ～2月28日
令和7年 令和8年

中小企業3／4、小規模事業者4／5助成率

100万円助成上限額

対象者

下記要件をすべて満たすこと
●県内に事業所を有する小規模事業者であり、

勤務する従業員の賃金について下記に定め
る賃上げを実施していること。

●令和６年能登半島地震以降の被災により、県内事
業所で半壊以上の被災判定を受けていること。

●被災後の任意月の売上高が、被災前の同月の
売上高と比較して３％以上減少していること。

賃上げした従業員１人あたり５万円
（最大１０人分 ５０万円）支援金額

申請受付期間



［お問合せ先] 加賀商工会議所
〒���-���� 石川県加賀市小菅波町�丁目���番地　TEL ����-��-����
アクサ生命保険株式会社　小松営業所　加賀分室　
〒���-���� 石川県加賀市小菅波町�丁目���番地 クロスガーデン加賀３F　TEL ����-��-����

［取扱店]
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・新春懇談会� ▶
・加賀ふるさと検定・

おもてなし講座実行
委員会及び成績優秀
者表彰式

・定着力を高める後輩
指導力セミナー

・日本商工会議所青年部 第44回全国大会ほとめき
FUKUOKAくるめ大会

・Canvaセミナー
・確定申告決算個別指導（3/14まで）
・第29期かが創業塾 （3/2まで全４回）
・総務企画委員会
・業務改善セミナー
　「整理整頓術」
・常議員会（事業計画・収支予算案を承認）
・通常議員総会（事業計画・収支予算案を承認）
・青年部通常総会
・新入社員研修
・生徒と保護者で学ぶ

地元企業� ▶
・北陸新幹線建設促進

大会・令和７年度北
陸新幹線建設促進同盟会総会

・女性会総会・講演会
・全国商工会議所専務理事・事務局長会議
・春季会員ゴルフ大会（片山津ゴルフ倶楽部）
・令和７年度オール加賀総会・講演会
・経営発達支援事業　評価委員会
・越前加賀広域観光推進協議会総会
・総務企画委員会
・温泉ライダーin加賀

温泉郷2025� ▶
・常議員会（事業報告
　・収支決算の協議）
・加賀市新規出店支援

事業審査会
・通常議員総会（事業報告・収支決算を承認）
・加賀ふるさと検定・おもてなし講座実行委員会
・「国家戦略特区 加賀未来躍進会議」設立会
・衆議院議員佐々木紀氏の国政報告並びに正副会頭

との懇談会
・ショート動画活用セミナー
・第30期かが創業塾（7/25まで全４回）
・加賀市新商品開発助成事業審査会
・大聖寺加賀温泉駅間新設道路建設促進期成同盟会

総会
・北陸新幹線建設促進石川県民会議 令和7年度総会
・婚活プロジェクト第38弾「わかもののわvol.ナイトカフェ」

・常議員会
・臨時議員総会
・赤平市・加賀市友好都市協定締結30周年記念式典

及び記念祝賀会
・エンジン01in加賀

温泉 開会式・オー
プニングシンポジウ
ム・夜楽� ▶

・寛平ナイトマラソン
エイド

・女性会 特殊詐欺対策セミナー
・北陸信越ブロック商工会議所青年部連合会 北陸

信越ブロック大会白山大会
・先進企業視察研修（加賀機電振興協会・加賀商工

会議所 共催）
・北陸信越ブロック商工会議所連合会 会頭会議
・常議員会
・商業部会・サービス業部会合同事業 キャシュレス

決済セミナー
・須坂商業施設研修会・須坂商工会議所との意見交換会
・令和７年度　市内業界団体会議
・臨時議員総会
・第57回会員大会・

優良従業員表彰� ▶
・秋季会員ゴルフ大会

（加賀カントリーク
ラブ）

・加賀ふるさと検定歴史文化講座（11/12まで 全５回）
・加賀市合併20周年記念式典
・婚活プロジェクト第39弾「わかもののわvol.恋活」
・女性会 おもてなし講座（山代温泉）
・総務企画委員会
・経営発達支援事業

「新商品試食会」▶
・加賀機電振興協会と

の合同先進企業視察
 （㈱PFU本社、カジ

ファクトリーパーク）
・石川県商工会議所女性会連合会 第25回会員大会

（小松）
・建設業部会 視察研修（名古屋市大須）
・日本商工会議所青年部 第43回全国リーダーズ研

修会愛知岡崎会議
・常議員会
・観光業部会 おてつたび説明会
・加賀市要望(市長・議長)
・第13回加賀ふるさと検定
・石川県商工会議所連合会 令和8年度石川県予算に

対する要望

令和7年の主な行事・できごと

10　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

11　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

12 　
　
　

月

９　
　

 

月

１　
　

月

３　
　
　

月

４
月

５　
　
　
　
　
　
　

月

６　
　
　
　

月

７　
　
　

月

２　

月

８　

月

８　

月
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2025年11月の動向

今月の業況

業種別の動向

ブロック別の動向

商工会議所LOBO（早期景気観測）
業況DIは、消費マインドの持ち直しで5か月振り改善
先行きは、期待感うかがえるも、課題多く慎重な見方

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

先行き見通しDIは、▲17.7（今月比+0.2ポイント）
年末に向けたイベントの増加により、消費マインドは回復
傾向が見込まれる。ガソリン税の暫定税率廃止や電気・ガ
ス代支援を含め、新内閣の政策への期待も散見される。

一方、労務費の上昇や円安の伸長等による仕入価格の上昇
は継続することが見込まれ、先行きのコスト増が懸念され
る。また、日中関係の悪化に伴う中国人観光客の減少が不
安視されるほか、全国各地のクマ被害による影響など、依
然として課題は多く、先行きは慎重な見方となっている。

全産業合計の業況DIは、▲17.9（前月比+1.0ポイント）
建設業では、人手不足や最低賃金見直しに伴う労務費の上
昇、円安伸長等による資材価格の高騰が足かせとなり、悪
化した。一方、好調な観光需要を背景に、サービス業では、
飲食店や旅館、観光施設で客数が増加したほか、製造業で
は、飲食料品関係で引き合いが増加し、改善した。また、
小売業では、行楽シーズンの本格化により外出機会が増え、
百貨店・総合スーパー等で売上が増加し、改善した。

労務費の上昇に加え、円安の伸長や生鮮品の価格高騰など、
幅広い業種からコスト増に伴う採算悪化が聞かれたものの、
高い水準での賃上げや行楽シーズンによる外出機会の増加
などから、消費マインドは持ち直しつつある。 2024年 2025年 先行き

見通し
11月 6月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12～２月

全産業 ▲ 16.3 ▲ 16.8 ▲ 18.9 ▲ 18.8 ▲ 18.6 ▲ 18.9 ▲ 17.9 ▲ 17.7

建 設 ▲ 12.6 ▲ 15.2 ▲ 12.3 ▲ 13.4 ▲ 10.2 ▲ 13.5 ▲ 16.5 ▲ 15.3

製 造 ▲ 20.4 ▲ 18.6 ▲ 20.0 ▲ 19.7 ▲ 23.9 ▲ 21.0 ▲ 19.7 ▲ 19.5

卸 売 ▲ 19.0 ▲ 23.5 ▲ 18.7 ▲ 26.6 ▲ 24.8 ▲ 24.2 ▲ 24.7 ▲ 24.2

小 売 ▲ 23.2 ▲ 22.4 ▲ 27.1 ▲ 27.0 ▲ 23.6 ▲ 29.3 ▲ 26.4 ▲ 22.9

サービス ▲ 8.5 ▲ 8.5 ▲ 15.8 ▲ 11.6 ▲ 12.3 ▲ 10.0 ▲ 7.7 ▲ 10.6

※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合

全産業業況DI

業況DI

…1.0ポイント以上改善 …1.0ポイント以上悪化※

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

住宅関連工事に弱さがみられる中、人手不足や一部地域での最低賃金の見直しに伴う労務費の上昇、円安伸長等による
資材価格の高騰が足かせとなり、悪化。
•「建築費高騰による販売価格の上昇に加え、足もとの金利上昇に顧客の賃金増が追いついておらず、マイホーム需要は弱含んでいる」（一般工事業）
•「人手不足が恒常化している中、スタッフの高齢化も進んでいるため、工事の生産性がどんどん低下している。新規採用に力を入れているが、最低賃金引き上
げ分の収益確保が難しい」（建築工事業）

観光需要が好調となる中、飲食店や旅館・観光施設で客数が増加し、改善。もっとも、先行きについては、日中関係の
悪化に伴う中国人観光客の減少や、クマ被害の影響による外出控えも懸念される。

行楽シーズンの本格化により外出機会が増え、百貨店・総合スーパー等で客数が増加し、改善。一方、暑さがおさまっ
てから寒くなるまでの期間が短く、季節商品の準備が難しいという声も聞かれた。

底堅い設備投資需要を背景に機械器具関係が堅調に推移したほか、好調な観光需要の引き合いを受けた飲食料品関係を
中心に、改善。先行きは、円安による仕入価格の上昇を懸念する声がある一方、新内閣の政策へ期待する声も聞かれた。

好調な観光需要の引き合いを受けた飲食料品関係で売上が増加した一方、輸入製品を取り扱う事業者を中心に、円安に
よる仕入価格上昇が足かせとなり、ほぼ横ばい。
•「仕入先の値上げ対象品目数が減少しており、仕入価格の上昇に一服感がみられている。また、従業員の業務効率化などを理由に、ホテル等で当社の冷凍カッ
ト野菜が評価されており、受注が増加している」（飲食料品卸売業）

•「当社は輸入木材を使用した家具等を取り扱っているが、円安の伸長や物価高の影響で業況が一段と悪化している」（建築材料卸売業）

•「需要を踏まえて新たに開発した製品の売れ行きが好調。賃上げとともに、得意先への値上げを実施した」（パン・菓子製造業）
•「足もとで円安が伸長しており、物価の一層の上昇が懸念される。新内閣の物価高対策等により、消費マインドが回復することを期待している」（繊維機械製
造業）

•「インバウンドも含め客数が増加している。ブランド品などの高価格帯の商品よりも化粧品などの消耗品の引き合いが強い」（百貨店）
•「夏の暑さがおさまったと思ったら、すぐに寒さが来て冬のような気候になってしまった。秋が短く、急いで冬物を準備することになった」（身の回り品小売
業）

•「足もとではインバウンドを中心に客数が増加しているが、連日報道されているクマ被害が今後の集客の悪影響にならないか懸念している」（旅館）
•「インフルエンザの流行が例年より早く、それを理由とした予約キャンセルが足もとでみられるものの、年末年始に向けて前年より早くから予約が埋まってお
り、売上は好調」（飲食店）

北陸信越
北陸信越は、改善。建設業では、設備投資をはじめとする民間工事の受注が増加したことで、売上が改善した。
小売業では、堅調な観光需要などの影響から、百貨店や総合スーパーなどで売上・採算が改善した。一方、事
業者からは、地元住民の消費マインドは依然として低迷しており、生活必需品以外の贈答品や嗜好品の売れ行
きが悪い、という声が聞かれた。

2025年11月調査結果
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2025年 12月

11日㈭ 産業人材育成事業「動画作成セ
ミナー実践編」

14日㈰ 第13回加賀ふるさと検定
16日㈫ 金融懇談会
23日㈫ 青年部 正副会長会議
25日㈭ 令和８年度石川県予算要望、女性

会フラワーアレンジメント講習会
2026年 1月

5日㈪ 仕事初め式
8日㈭ 青年部 理事会

14日㈬ 金融懇談会、新春懇談会
17日㈯ 第31期かが創業塾 第１回（以

降1/31、2/14、2/28）
21日㈬ 正副会頭会議
26日㈪ 石川県経営力強化総合支援ア

ドバイザー派遣
27日㈫ 加賀ふるさと検定・おもてなし講座

実行委員会及び成績優秀者表彰式
28日㈬ 青年部 正副会長会議

会議所の動き

制　度　名 日 本 公 庫
マ ル 経 融 資

石　川　県
地域商工業活性化融資

石　川　県
事 業 転 換 支 援 融 資

石　川　県
創 業 者 支 援 融 資

借入限度額 2,000万円 5,000万円(特認2億円） 5,000万円（特認2億円） 2,000～4,000万円
返 済 期 間 設備・運転10年 設備15年／運転5～7年 設備15年／運転7年 設備7年／運転5年
担保・保証 無担保・無保証人 金融機関所定の扱い 金融機関所定の扱い 無担保・保証協会保証必須
利 率 2.00% 1.60%～2.35% 1.60～2.15% 2.10%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度
11件 15件 5件 1件 0件 0件 0件 0件

認 定 金 額 7,240万円 11,750万円 6,020万円 550万円 0万円 0万円 0万円 0万円

制　度　名 石　川　県
小 口 零 細 融 資

石　川　県
経営安定支援融資 その他の融資制度

全制度合計
借入限度額 2,000万円 8,000万円 

省エネ投資促進支援融
資、小口融資など

返 済 期 間 設備7年／運転5年 運転7年
担保・保証 無担保・保証協会保証必須 金融機関所定の扱い
利 率 1.90%～2.10% 1.50%～2.45%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前年度 今  年  度 前  年  度

3件 9件 3件 0件 0件 0件 22件 25件
認 定 金 額 1,375万円 1,640万円 9,300万円 0万円 0万円 0万円 23,935万円 13,940万円

※ 制度内の特別枠により利息その他詳細が異なることがあります。
※ 当所の認定が不要な制度融資は集計に含まれません（令和６年能登半島地震災害対策特別融資など）。

会場 APAホテル加賀大聖寺駅前
加賀市熊坂町イ226番地4 お問合せ 加賀市倫理法人会事務局 上原

TEL 070－4355－6713

経営者モーニングセミナー

1/13
（火）
6:00ａ

ｍ

加賀市議会議員
加賀市倫理法人会 会員 中谷　喜英 氏

こ の 頃 想 う こ と

なかや よしひで第821回

ａ
ｍ

1 / 6
（火）
6:00

衆議院議員 国土交通副大臣
小松市倫理法人会 顧問 佐々木　紀氏

つ　な　ぐ　力

ささき はじめ第820回

12/23
（火）
6:00ａ

ｍ

株式会社おひさまファーム 役員
加賀市倫理法人会 幹事 加藤麻里子 氏

後先考えずに飛び込んでみたら

かとう まりこ第819回

12/16
（火）
6:00ａ

ｍ

株式会社オームラ 取締役会長
福井県倫理法人会 会長 大村　洋子 氏

【 希 望は 心 の 太 陽 】

おおむら ようこ第818回

※12/30(火)は、年末のためお休みです

ヨリソエル
（建設コンサルティング）

　松　下　美　穂
山代温泉神明町45番地1

TEL 090-2037-8085

砂上板金
（建築業）

砂　上　直　樹
美岬町わ15

TEL 090-8965-0973
ディーズ　オートワークス
（自動車整備・販売）

大　宮　大　輔
分校町ヌ212

TEL 090-7588-1929

新入会員
紹　介
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